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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第1四半期累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用環境は緩やかな改善傾向にあるものの、海外経済

の不確実性や金融市場の変動の影響もあり、景気の先行きは依然として先行き不透明な状況が続きました。

 国内の住宅市場では、低金利の住宅ローンや政府の住宅取得支援策の継続もあり、住宅取得に対する需要は底堅

く推移致しました。

 このような状況の中、当社は、安定した利益確保のため、コスト削減活動を継続的に実施し、生産効率の向上と

原価低減に取り組んで参りました。

 販売活動に関しましては、長期的には少子高齢化による新規住宅の着工減は避けられず、非住宅部門の老健施設

やサ高住物件の受注強化と、１戸当たりの売上増を図るため、当社の主力製品である建具・造作材に加えシステム

収納家具の販売を積極的に推進致しました。

 一方、中国においては、2016年春以降に、多くの地方政府が不動産価格抑制策を導入したにもかかわらず、住宅

価格は全体として上昇傾向にあり、特に、3級、4級と呼ばれる発展が遅れた地方都市では、マンション販売が急増

し、値上がりが継続しております。

 このような背景の中、当社グループは、主要都市25カ所に営業所を展開し、内装付住宅の開発を進める大手有力

デベロッパーへのシェアの確保と新規顧客開拓を積極的に行って参りました。また、中国のマンション市場の大半

を占めるスケルトン販売（内装なしの躯体のみ）の顧客に対する販売強化のため、代理店を通じて販売するルート

販売を積極的に展開し、現在主要都市に48カ所の代理店（ショールーム設置）を確保いたしました。代理店につい

ては、100店舗の代理店網構築に向けて取組むと共に、各工場に専用の製造ラインを設けるなど、成長拡大と安定

への布石を着々と進めて参ります。

 さらに、2016年６月に吉屋（煙台）集成建築科技有限公司（住宅内装工事合弁会社）を設立し、現在順調な営業

活動を展開しております。また、2016年７月には、吉屋（青島）家居有限公司（流し台、洗面、収納BOX等の生産

販売会社）を設立し、現在工場の建設を進めており、2017年10月からは本格生産に入る予定です。

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高につきましては3,535百万円（前年同期比11.2％増）、営業利

益は390百万円（前年同期比5.6％減）、経常利益は469百万円（前年同期比25.9％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は332百万円（前年同期比30.5％増）となりました。売上高、経常利益、親会社株主に帰属する四半期

純利益についてはいずれも過去最高を更新いたしました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における資産総額は20,561百万円となり、前連結会計年度末より668百万円減少し

ております。これは主に受取手形及び売掛金の減少1,178百万円、商品及び製品の増加254百万円、投資有価証券の

増加227百万円によるものです。

 負債総額は4,310百万円となり、前連結会計年度より626百万円減少しております。これは主に支払手形及び買掛

金の減少206百万円、未払法人税等の減少303百万円によるものです。

 純資産につきましては、16,250百万円となり、前連結会計年度末より42百万円減少しております。これは主にそ

の他有価証券評価差額金の増加156百万円、為替換算調整勘定の減少267百万円によるものです。

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末より2.2％増加して76.6％となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年３月期の業績予想につきましては、平成29年４月28日に公表しました通期の業績予想（売上高21,500百

万円、営業利益3,270百万円、経常利益3,170百万円、親会社株主に帰属する当期純利益2,310百万円）に対する進

捗は概ね想定通りに推移しております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,685,965 4,745,620 

受取手形及び売掛金 7,583,284 6,404,993 

電子記録債権 1,365,289 1,184,537 

商品及び製品 498,230 752,278 

仕掛品 185,759 229,744 

原材料及び貯蔵品 324,596 358,919 

繰延税金資産 97,889 99,333 

未収入金 45,195 81,315 

その他 80,517 193,508 

貸倒引当金 △135,842 △127,855 

流動資産合計 14,730,886 13,922,394 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,505,905 1,451,519 

土地 959,206 959,206 

その他（純額） 1,246,288 1,132,112 

有形固定資産合計 3,711,400 3,542,839 

無形固定資産    

その他 544,998 655,972 

無形固定資産合計 544,998 655,972 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,682,102 1,910,086 

関係会社出資金 44,700 44,700 

会員権 11,495 11,495 

その他 504,783 474,207 

投資その他の資産合計 2,243,081 2,440,490 

固定資産合計 6,499,480 6,639,302 

資産合計 21,230,367 20,561,697 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,448,891 1,242,598 

電子記録債務 1,259,247 1,237,599 

未払金 755,471 574,180 

未払法人税等 466,914 163,435 

賞与引当金 90,614 139,816 

その他 274,591 242,691 

流動負債合計 4,295,732 3,600,323 

固定負債    

繰延税金負債 216,900 285,983 

長期未払金 259,180 259,180 

退職給付に係る負債 164,978 165,282 

固定負債合計 641,058 710,446 

負債合計 4,936,791 4,310,769 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,117,501 1,117,501 

資本剰余金 1,825,186 1,825,186 

利益剰余金 11,491,553 11,573,021 

自己株式 △542 △629 

株主資本合計 14,433,699 14,515,079 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 604,448 761,219 

為替換算調整勘定 766,530 499,425 

退職給付に係る調整累計額 △19,164 △18,409 

その他の包括利益累計額合計 1,351,813 1,242,234 

非支配株主持分 508,063 493,613 

純資産合計 16,293,575 16,250,927 

負債純資産合計 21,230,367 20,561,697 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 3,180,187 3,535,372 

売上原価 2,035,111 2,356,165 

売上総利益 1,145,075 1,179,207 

販売費及び一般管理費 731,370 788,641 

営業利益 413,705 390,565 

営業外収益    

受取利息 4,429 14,987 

受取配当金 33,193 41,912 

受取賃貸料 4,678 4,590 

その他 1,470 90,780 

営業外収益合計 43,772 152,270 

営業外費用    

支払利息 22 - 

手形売却損 61,720 55,695 

為替差損 22,224 14,571 

その他 917 3,329 

営業外費用合計 84,884 73,597 

経常利益 372,593 469,238 

特別損失    

会員権評価損 1,300 - 

特別損失合計 1,300 - 

税金等調整前四半期純利益 371,293 469,238 

法人税等 116,885 137,260 

四半期純利益 254,408 331,978 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） - △63 

親会社株主に帰属する四半期純利益 254,408 332,041 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 254,408 331,978 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △57,461 156,770 

為替換算調整勘定 △444,899 △281,491 

退職給付に係る調整額 744 755 

その他の包括利益合計 △501,616 △123,965 

四半期包括利益 △247,208 208,012 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △247,208 222,462 

非支配株主に係る四半期包括利益 - △14,449 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（会計方針の変更）

 該当事項はありません。

 

 

（会計上の見積りの変更）

 該当事項はありません。

 

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。 
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